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ア ワ ビ の 種 苗 生 産

平 野 忠 ･中 西 広 義

本年度は従 来通 りアワビ種苗を効率的に生産する技術開発の試験を行なっにが､特に紫外線職射海水

の産卵誘発効果vTLついて知見を得に. まに昨年度にひきつづき椎貝の海中飼育試験を行なっにのでこれ

らについて報告する. ほかに春季採卵のT=めの母貝の成熟促進試験 と､椎貝の放流試験を行なっT=が､

これ らは試験の結果が次年度にまにがるにめ､その内容については次回に報告することとする.

A 人 工 採 苗

材料 および方 法

母 貝

母貝は-ゾアワビで､前年度から継続飼育中のもの約60個 と､昭48* 7月に八戸市南浜で採捕Lに約

200個を用いに.前年度からの母貝は 2.5tコンク1)- ト水槽 1面を使い､性成熟を促進させる目的で

4月10日から約20℃の温海水を掛流 し(以下これを促進貝 と略称 )､ 7月採補母貝 (以下八戸貝と略称 )

は 2.5i2面を使い､ 自然海水を掛流した｡流水畳ま共に約 1,000L/時 とし､排せづ物がたい積しないよう

にエアレーショソを行ない､底面に直径20仰 ､長さ30cmの塩 ビパイプを縦ql半分ql切っにものを置いて

母貝のシェルターとしに｡餌料 としてマコンブまにはワカメを 2- 3日ごとに与えに｡これらの中から

生殖巣の充分に発達 しT=ものを選び出 し､産卵誘発を行なっに.

産 卵 誘 発

産卵誘発の方法は､干出刺激法､昇温刺激法､および紫外線流水照射器による刺激法 (以下照射流水法

と暗称 )のうちいずれか､まには これらを併用 して行なっに｡照射流水法は昨年度予備的に行なって効

果が高かっにので､今年度はほとんど干出 しにのち照射流水法 で行なっに｡対蝦として干出しないもの

や､昇温 しながら照射流水法を行なうもの､止水で昇温するものを行なっに｡ まに殺菌灯のラン'プを消

して自然海水を掛流し､翌日ランプを点灯 して紫外線恨射海水を掛流 して､蝦射による効果を調べT=O

第 1図に照射流水法による産卵誘発装置の概略を示しT=｡母貝は約 1時間干出 しに後 (まT=は干出せず

に )､産卵槽A(アクリル製､容量142 )に収容 LにO誘発用海水はまず-イフレッシャー (5FLの折

過器 )で折過し､紫外線流水照射器 (東芝製､GW 0- 1524e 公称照射能力 5002/時､照射 ランプ
0

15W x2､紫外線波長 2,537A)2- 3台の中を流 して紫外線を蝦射してから､容量802のポ1)水槽

に貯えにO掛流 しで昇温する場合はこのポ リ水槽内で投込 ヒーター (200W )2- 3本で加温LにO海
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水はパイプからA4-10槽に12-212/時 (Al槽につき)で均等に流しに｡ Aからの排水は602ポ1)

槽 Bに集められ､観察 していない場合でもAから流れ出に卵と精子は､一部ではあるが受精するよう忙

しに｡まにAに堆､Bに雌を収容 して放出しに全卵を受精させる方法 も行なっに｡

放卵 ･放精は数時間に及ぶこともあっにが､最初の放出についてその時亥lL 水温を記録しに｡放卵が

長時間続 く場合は､ 3- 4回に分けて卵をとY)卵数測定をしてから受精 させ､最後に総産卵教を求めT=O

観察をしていないで放出があった場合には､卵の発生状況から受精時刻を判断 しに｡受精卵は約50万個

ずっパンライ ト水槽 (容量25L )にL分け､卵洗条を 4- 5回行なっT=｡卵洗条は良卵が速く沈む性質を

利用して､15′-20分ごとに水槽を傾けて約 5g残 して上澄みを捨て､新しい海水を加えて約252とする

方法で､余分な精子や沈降の遅い不良卵を流し去ることが目的である｡受精率は受精してから約 1時間

後､卵の発生状態から算定したO

幼生飼育

卵洗条を終えT=水槽は静置 して筋化させた｡府化幼生は表層に浮上してく-るものが最良なので､受精

率の低い場合や精子の多すぎたものでは､底層の未受精卵や奇型幼生､不活発な幼生は使わない ように

した｡幼生飼育は0.5 tパ ンライ ト水槽､ 2.5t･10 tコンクリー ト水槽､ 6t屋外コンクリート水槽

で行なっT= ｡ 飼育水は 6 t水槽では生海水 (折過を しない海水 )で､他はすべて折過海水を更に-イフ

レッシャーに通 して使った｡またパンライ ト水槽ではガラス管で､各コンクリ- ト水槽では lhWの穴を

あけた塩 ビパイプで軽いエアレーションを した｡幼生の飼育密度は 120- 380個/Lとし､飼育中Vこ一

部をとって､密度を求め生残数を測定 した｡

付 着 椎 貝 飼 育

幼生飼育開始時から3- 5日後､付着期が近づいたことを確かめてから､天然の付着珪藻を培養 Lに

パンライ ト波板を入れて付着させT=O硬板は30cmX60mで､これを25枚 タキロソ被覆鉄線の枠の中に縦､

構交互に重ね合わせて採苗器としに｡付着に使 う波板の数は飼育水 1m3に対 して60- 120枚とLT=｡痛

板を入れて 4.- 8日経 って付着が完了 してから流水としに｡この海水は幼生飼育に使ったのと同 じ種塀

の海水で､流水量は約 5002/時とLT=.付着 し繊毛を失っに椎貝は疲坂上の珪藻 (種は不明 )を食べ

て成長 した｡飼育中.時々成長と個体数を測定しにが､著しく生残数の少ないものは途中で飼育を中止

しに.まT=椎貝が成長するに従い､付着珪藻が不足しにものは､別に珪藻を培養 Lに波板を 1枚ずつ問

にさし入れることによって付着面積を増やしT=.エアレーションは流水vTLしてから3- 4日後までは弱

く､その後はやや強めに して波板の間を よく水が通るよう忙しに011月初旬からは 6t水槽以外は約20

ocの温海水を流して飼育しT=. まT=今年度は椎貝が 1cm以上になっても､波板からとって海藻を与える

ことをせずに付着珪藻だけで飼育しT=｡

港_ー求
-イフレッシャー

I J;! l n 802ポ T)水槽投 込ヒータ-外線洗水照射善■ ∠ 仁l.ト._ー‥ー‥一一一..I..I..一.

.1産卵量柵A 602ポ･)ホfl

BL第 1図 紫外線流水照射器を使っにアワビの産卵誘発
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結 果

産 卵 誘 発

産卵誘発は 7月11日から10月7日まで16回行なっに｡第 1表に方法と誘発率を示しに｡母貝は 7月11

日から 9月18日まで促進貝､ 9月26日から10月 7日までは八戸貝を使っT=. 1日に 2種頓の誘発法を使

った場合もあるので､便宜上実験 1-実喚19としに｡誘発方法による誘発率をみると､まず干出の効果

については実験 1､2で共に雌33･3%､堆 0% とな-)T=o昇温による効果は実験 7､12の止水昇温法で

は雌堆共 0%､照射流水昇温法では実験 6で雌雄共 0%であっにが､実験11で雌l00%､雄66.7% であっ

に｡全体を通 して照射流水法の誘発率は雌17･6%､堆14･3%となったので､昇温しながら照射流水法を

行なうのが最も効果的と思われる｡実験17.18では同 じ母貝を使って第 1日目は自然海水を､第 2日目

は照射海水を流しにが､誘発率は第 1日目で雌雄其 0%であったものが第 2日目では21.4%､堆18.8%

と上昇 し､紫外線照射の効果が 立証されに｡

第 1衰 アワビ産卵誘発の方法と産卵誘発率

実験番号 月 日 産 卵 誘 発 の 方 法 使用母貝数 放出母貝数(柄 は誘発率 備 考 .干出時間Ii.干 出 後 雌

堆 雌 ー 樵1 7.ll 時間 分0:00 照 射 流 水 法 3 .3 i1(33.3

) i0( 0) 実戦 1～15は2 l′ 0:55 l′ 3 3 1(33.3) 0( o)照射

器 2台i芸 ,C.e貝をi冒芋に行な実験16-19は3

7.12 1 :15 ′′ 3 3 o( o) 1(33.3)

4 7,24 1 :00 ′′ 5 5 1(2

0.0) 1(20.0)5 7.27 1 :2 5 〟 8

ll 0( 0) 1( 9.1)6 7.28 1 :0 0

照射流水尋温法 8 ll 0( 0) 0( o)7
7.30 1 :o O 止 水 昇 温 法 5 5 o( o) 0( o)

8 8.14 1 :00 照 射 流 水 法 5 5 o( o)

0( o)9 9. 1 1 :00 ′′ 16 15 3(18.8)

3(20.0)10 9. 4 1 :00 ー′ 3 3

1(33.3) 1(33.3)ll 9.10 1 :00 照射流水

卑温法 8 6 8(100.0) 4(66.7)12 ′′ 1 :00 止 水 昇 温 法 4 5 o( o) 0( o

)13 9.13 0:4 5 照 射 流 水 法 10 6 1(10.0) 1(1

6.7)14 9.18 1 :00 l′ 8 12 o( o) 0( o)

15 9.26 1 :00 ′′ 10 10 1(10.0) 0( o)

16 9.28 1 :00 I′ 10 10 6(60.0) 3

(30.0) 照射器 3台17 10.2 1 :0 0 自然海水

掛流し 14 16 0( (= 0( oー )芸孟母貝で18 10. 3 0:0 0 照 射 流 水 法 1̂▲1 16
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次に第 2表に放出された卵数と受精率､浮上幼生数を示す｡表中で受精率が-のものは雌堆の放出時

刻にずれがあっにり､放精がなかっにりして､喋精ができなかっにことを表わす｡実験 9では夜間に放

卵､改構があり､産卵槽 Aに残 っに卵は受精できなかっT=が (9- 1).ポ リ水槽 B内で受精が行 なわ

第 2表 産卵数､受精率と浮上幼生数

実 験番 号 産卵日日! 産卵数 (万個)(柄 は産卵Lに雌の個体数 受精率(%) 産卵時の水温 CC) I浮 上 幼 生 数 …使用しに幼生数(万個)

(万個)1 7.12 43(1) - 22｣4 10745 10飼育せず飼育せず2 7.13 1

26(1) 30 21.54 7.25 100(

1) - 20.923.823.29-I9-Ⅱ10 9.29. 59.109.ll′′ ( 112930.……三

上記 3個から 86(3)ごく少量､測定せず

86ll-Ⅰ 175(1) 30 24.6

ll-Ⅱ 793(4) 100 ) 22.0 241 72ll-Ⅲ

493(2) 90 測定せず測定せず190 20331495

13 9.139.289.

2910. 4 ごく少量､測軍せず -

22.315 200(1)

- 21.816- 497(6)

100 21.118 635(3)-

- 20.019 10. 8 211(1)

93 19.1計 3,712(24) 1,221 1,047平 均 1

54.7(1) 75.6 2.1.9れT=(9-Ⅱ).実験11-Ⅱでは観察をしてい

ない とき雄をA内に､雌をB内に収容し､自然に受精 させ ようとしT=が精子の密度が高すぎて､卵嘆の溶解､

異常発生が多く793万個の卵qTL対 して､浮上幼生が 241万個と少なくなっに｡実験16も同様であ

る｡雌 1個体あにりの産卵数は平均すると154.7万個であっT=O まに平均受精率は75.6虜､産卵時の平均

水温は21.9℃となっにO幼 生 飼 育第 3表に浮遊幼生の飼育経過を示 しT=.飼育しにのほ実験 2､ll

-汀､ll-Ⅲ､19から得られに浮遊幼生であ っに｡幼生飼育期間中の生残率は 0%(Na3)～ 100%(

Na4)と､ばらつきがみらTLT=.Na3は途中で飼育を中止 しT=0 3- 5日後に採苗器を入れにが.

採苗器全体の給付者面積は18m2(Na1)～ 360m2 ( Na7)であっにo採苗器を入れてか

ら水を流すまで､ふつうは 4- 5日であったが､Na7だけは浮遊期間の長いものが一部にあ り､ 7日後でも浮遊を続けて
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第 3表 アワビ浮遊幼生の飼育経過

実験番号 飼育水槽番号 水槽の種頓 飼育開始月日と幼生数(万個 ) 付着前の月日と幼生数(万個 ) 採苗器を入rLT=月日と付着面積♭カ 流水にL

T=月日2 Na 1 5002パ ンライ ト水槽 7.13 10 7.18 2 7.

18 18 7.23ll- Ⅱ Na 2 6tコ ン ク リ ート 〝 9.11 72 9.13 3

3 9.14135 9.18ll- Ⅲ N

8 3 10 0 付着さ

壱ず 9.18Na 4 65 65 902.5t Tr Tt 9.ll 9.13 9.

14Nu 5 63 50 ′′Na 6 75 70 ′′16 Na 7 10t Tr Tr
2469.29 68 19010. 2 53 36010. 2 9d 10.6NB 8 2.5t Tr Tr 10

. 919 Na 9_2.5t T

I rI 10. 8 95 10.10 66 10.11 90 10.16第 4表 アワビ付着椎貝の飼 育経過飼 育水 槽番 号 付着後約 1カ月の推定付着椎貝数(個 ) 憎 * '篭 x(10;,' そ の 後 の 盈 県 平 均
年 月 日 稚 貝 数 晋個 ) の生残率 殻 長(%) (初 )Nal 520 2.60

48.10.11 184 0.92 p6.pONa 2 124,600 37.76 49.2. 2 43,890 13.30 5.5

Nu 4 41,210 6.34 l′ 2. 5 7.425 1.42 7.3Na

5 12,650 2.53 ー′ I′ 468 0.09 8.2Nu 6 76,0

90 10.878.20

′′ l′ 11,354 1.

62 5.8Na 7 155,700 l′ ー

′ ) 24,840 1.02 4.5ー′ ′′飼 育 を 中 止Na 8 40,340

7.61

N8 9 75

0 0.ll ･%･NR2- 8は推定椎貝数付 着 椎 貝 の 飼 育第 4表に付着椎貝の飼育経過を示 した｡付着 して

か ら約 1カ月後 の生残率 (:付着率-付着椎貝数付着前の幼生数× 100)は､最高でNa2の37.76

%､ 最低でNa9の 0･11% となっに.その後飼育を続けに結果.表に示しに ようにN0.1は 約 2
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B ア ワ ビ稚 貝 海 中 飼 育 試 験

Lァワビ椎貝を採苗LT=あと､放流効果の高い 3m 以上の種苗となるまで大量に飼育することは､労力

的､時間的に-大変な作業である｡そのT=めQt簡単な方法の一つとして.寵を用いて海中で飼育する試敬

を昨年度は予備的に行ない､一応の成果をみにので.今年度は さらに試験群を増やし. 1年貝､ 2年貝

について密度別の飼育試敬を行なっT=O

材料および方法

試軌 ま昭48年 9月25日から11月26日までの約 2カ月間行なっ1=O試験に使用しT=アワビ椎貝は昭47年

9-10月に 人工採苗Lにもの (以下 1年貝と呼ぶ )1,500個 (殻長約 1- 2C放).および昭46年10月に

人工採苗Lにもの (以下 2年貝と呼ぶ )300個 (殻長約 2.5- 3.5C節)である｡

海中飼育には34cmX34cmパール ･ネットを使い.第 2図の様に 1寵あにり1年貝は50. 100､150､

200個､ 2年貝は15､30､45､60個を入れ､養殖筏から水深 1.5- 3･9mに垂下 しに｡各龍の間隔は約

8脚 とし1=｡まに対照として同様にパール ･ネットに椎貝を入TL.陸上の屋外水槽の水深30-60cmのと

ころに垂下 しに｡この水槽は折過しない海水を流水量約 3m3/′時で凍Lf=.

各寵には塩 ビ製のシェルター(第 2図 )を15個ずっ入れ1=o l寵あにりのシェルターの稔表面貴は

1,200C綾 なっT=O餌料は10-20日ごとに生コソプを 1龍あT=り200- 300gずっ入れ､古いものと取

り替えにo飼育水温の概要を知るにめ養殖筏から約307花鮭TLT=防破堤で毎日沸定されている表面水温を

整理 しに｡

ヽ
γ ノ1生

月海 中 垂 下 2年 貝 No.3… 馳5(

2#喪■■■-■■■

■■■■■■■- 一二■■■■■■- - l17
中

501

1 15
36 4538cmcm

陸 上 水 槽 垂 下王≡ 5二三厚 ざ

2.m シ′エ ノレ
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第 5表 試鞍群と個数および成長

試 戦 群 9月25日 11月 26日 2カ月間の平 均増 殻 長 2 カ 月 間の生 痩 率収容個数 平 均 殻 長 生残個数 死
殻数 平 均 殻 長(嘱託) .(初

) (確認) (% )1年負 海中 恥 1 50 12.6

48 0 16.4 3.8 96.0100 ll.9 87 0 15.■4 3.5 87.0

150 ll.1 148 2 13.7. 2.6

98.7200 ll.3 198 2 13.4

2.1 99.0恥 2 50 ll.0 50
0 15.4 4.4 loo,0100 ll

.7 99 0 15.7 4.0 99.0150 ll.7 145 0 14.4 2.7 96.7

200 12.0 188 0 14.7 2

.7 94.0陸 他 3 50 13.7 47 2
19.2 5.5 94̀0100 12.2

91 1 16.1 4.ー 91.0上 150 12.0

144 2 15.4 3.4 96.0200 ll.2 185 0 13.6 2.4 92

,52辛負 海 他 4 15 30.8 1

4 1 36.6 5.8 93.330 30.9 29 1 35.9 5.0 96.7

中 45 29.7 45 0 34

.7 5.0 100.060 30.2 57 1 34.6

4.4 95.0陸 帆 5 15 28.5 14 0 35.7 7.2

93_397.830 28.4 44 滴定せず -上 45

28.2 0 33.0 4.860 28.3 57 2 33.2

4.9 95.0結果 および考 察第 5表に 2カ月間のアワビの成長と生残率を示しに｡生残

率については.各龍に残っている生き1=アワビの個数か ら算定 したが､死殻 と生 き残 ったアワビを加え

ても開始時の個数と等 しくならないものがあり､恐 らくネッ トの縫い目から逃げにか､死殻が砕けて龍の外

に落ちにと思われる｡第 2回はアワビの密度と成長の関係を表わした｡ 1年貝では海中

(仙 1､他 2)､陸上水槽 (他 3)ともに密度の低い方が成長がよかっに ｡ 他 1と他 2は深 さによる成

長の差を知るT=め密度を上下逆に しにが.水深による差はみ られなかった｡ 2年貝でも同様に密度 の低

い方が成長がよかっに｡ まに1. 2年貝ともに陸上水槽の方が成長がよかっにも なお､飼育期間中の茂浦地先の表
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青での寵の水深 1.5- 3.9mに比較 して浅かっT=ことなどによって付着珪藻の増穂が良か っT=為ではな

いか と思われる｡

15 30 45 6050 100 150 200
1 奄 あ た

9 個 数第 3図 アワビの飼育密度と成




